
自殺防止東京キャンペーン！講演会 

日時 平成２７年９月１０日（木曜日）午後６時半から８時まで 

 

会場 東京都庁都議会議事堂１階都民ホール 

 

１ 開会挨拶  
   東京都福祉保健局保健政策部長 上田 隆 

 

２ 講演 

 

 

 

 

 

３ 閉会 

次 第 

『自分を傷つけずにはいられない！ 
  ～生きづらさを抱える若者の自殺予防のために～』 

 

 国立研究開発法人国立精神・神経医療研究センター 

 自殺予防総合対策センター副センター長 松本 俊彦氏 

 

松本俊彦（まつもと としひこ）氏 
 

1993年佐賀医科大学医学部卒業後、国立横浜病院精神科、神奈川県立精神医療セン

ター、横浜市立大学医学部付属病院精神科などを経て、2015年より現職。 

日本アルコール・薬物医学会理事、日本精神科救急学会理事、日本青年期精神療法学会理

事。 

 

主著として、「薬物依存の理解と援助」（金剛出版、2005）、「自傷行為の理解と援

助」（日本評論社、2009）、「アディクションとしての自傷」（星和書店、2011）、

「薬物依存とアディクション精神医学」（金剛出版、2012）、「アルコールとうつ、自

殺―「死のトライアングル」を防ぐために」（岩波書店、2014）、「自分を傷つけずに

はいられない―自傷～回復するためのヒント」（講談社、2015）、「もしも「死にた

い」と言われたら―自殺リスクの評価と対応」（中外医学社、2015）など。 

講師プロフィール 


